
令和３年度使用中学校用教科用図書（「特別の教科 道徳」）の採択結果等について 

 

広島大学附属三原中学校 

種目 発行者 採択理由 

特別の教科 

道徳 

光村図書 〇基礎・基本の定着に関わって 

学習指導要領に示された 22 の内容項目が全ての学年で網

羅されており，さらに 3 学年通して有機的に関連し，学

びが深まるように全体の系統性が図られている。 

〇主体的に学習に取り組む工夫に関わって 

教材の読み取りに偏ることがなく，「考え・話し合う」こと

を中心に据え，登場人物への自我関与，問題解決的な学習，

体験的な学習が可能となるよう構成されている。 

〇内容の構成・配列に関わって 

1 年間を生徒の発達や成長を考慮して 4 つのシーズンにまと

め，関連する内容項目が有機的に結びつくような教材配列が

されている。そのため 3 年間でのカリキュラム構成が明確で

ある。 

〇内容の表現・表記に関わって 

教材内容の理解を助ける絵・写真等が配置されている。内容

を解説するための表やグラフはその学年までに学習した他教

科の内容が踏まえられている。 

〇言語活動の充実に関わって 

書く・話す・聞く活動を重視した教材が収録されており，さ

らに，マップでまとめるワークシートや付箋紙を使ったワー

クシートなど対話を通して生徒の考えが深まったことが見取

れる工夫がされている。 

〇本校の研究に関わって 

教科書末尾に「てびき」として，他教科・領域との関わ

りが示されており，本校が進める教育研究で求められる

教科横断的な学びの実現に寄与するものである。 

 


